
第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標1　稼ぐ地域をつくり、安定した雇用を創出する

施策1-3　人材育成・雇用マッチングの推進

業界と連携した技術者育成支援

R6年度

9 16 17

目標

大項目1

中項目3

小項目②

1

3

②

■地域産業の担い手である建設業の維持・振興を図るため、事業者による技術者育成を支援する。

年次目標 年 23 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

職人等プロフェッショナルを育成する専門コースを支援

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

重要業績

評価指標

（KPI）

13

実績値
指標

職人等プロフェッショナル育成コースの卒業生



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

人口減少及び高齢化の進行が著しい本市において、地域外の人材を誘致し、地域への定住を促進するため、地域おこし協力隊員を任用し、地域活性化対策に取り組

む薄根地域ふるさと創生推進協議会の事務局員として、耕作放棄地となった石墨町の棚田再生などの事業に取り組んだ。また、市の文化財である南郷の曲屋管理組

合の協力隊として、曲屋の管理と地域の活性化に努めた。

備考主な取り組み

交流居住促進協議会による移住施策のパンフレット作成やホームページ開設による情報発信を行った。

首都圏において開催される各種移住相談会に参加するとともに、移住コンシェルジュによる相談や移住促進トライアルハウスの設置、移住促進通勤費補助金や移住

支援金事業補助金など、本市への移住促進に努めた。

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標2　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策2-1　移住・定住の促進

移住促進のための受入れ窓口機能及び人材の充実強化（移住コンシェルジュ制度の充実）

R6年度

3 3 3

到達目標

目標

大項目2

中項目1

小項目①

2

1

①

■移住促進のための受入れ窓口、人材の強化により、情報交換や各種調整の支援などができる態勢の充実を図る。

■住居、就職、買い物、交通、教育、子育て環境等生活に関連する情報の一元化により、ワンストップでの対応が可能な方法を検討する。また、窓口機能として、ウェブサイトの構築をあわせて行い、効率的に情報受発信が出

来る方法を検討する。

■移住希望者のニーズに応じた対応をすべく、移住コンシェルジュを中心に受け入れ態勢の強化を図る。

到達目標 延べ 5 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

移住ターゲットの絞り込みとアプローチ施策の検討、沼田的ライフスタイルの提案、ニーズの把握と移住希望地域を中心に移住コンシェルジュによるマッチング支援、ウェブサイトの構築、移住体験ツアーの実施、地域おこし

協力隊などとの連携による移住支援

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

延べ 3 人 2 2 3

関連事業

事業名

地域おこし協力隊設置事業（観光交流課）

都市間交流推進事業（観光交流課）

移住促進対策事業（観光交流課）

重要業績

評価指標

（KPI）

14

実績値
指標

移住コンシェルジュの配置

地域おこし協力隊員



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

地方への移住を考えている方々を対象に、本市の魅力を肌で感じていただくことができる、お試し住宅「移住促進トライアルハウス」の管理運営と併せて、移住コ

ンシェルジュによる移住相談等を実施した。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標2　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策2-1　移住・定住の促進

トライアルハウス（お試し住宅）の設置による移住促進

R6年度

5 0 1

目標

大項目2

中項目1

小項目②

2

1

②

■本市への移住の動機付けを図るため、お試し住宅の整備を行い、そこでの暮らしのイメージや職業、住居選定の拠点として利用できる環境整備に努める。

年次目標 年 10 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

トライアルハウス（お試し住宅）の整備、移住相談会への参加・出展

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

移住促進対策事業（観光交流課）

重要業績

評価指標

（KPI）

15

実績値
指標

トライアルハウス利用をきっかけとした移住者数



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

企業訪問等による情報収集、企業誘致推進条例に基づく助成金制度を活用した企業誘致活動を実施した。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標2　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策2-1　移住・定住の促進

企業の地方拠点、サテライトオフィスの誘致

R6年度

0 0 0

目標

大項目2

中項目1

小項目③

2

1

③

■市外企業のサテライトオフィスとして本市への誘致を推進する。

到達目標 延べ 1 件

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

企業訪問・情報収集及び優遇制度を活用した企業誘致活動の推進、サテライトオフィス利用可能物件の調査・情報収集

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

企業誘致推進事業（産業振興課）

重要業績

評価指標

（KPI）

16

実績値
指標

誘致企業数



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

ふるさとぬまた未来創造奨学金を創設し、奨学生を募集した。令和４年度の奨学生を決定するため、第一次審査（書類審査）、第二次審査（小論文試験、面接試

験）を実施した。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標2　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策2-1　移住・定住の促進

奨学金給付による若者の定住促進

R6年度

0 0 3

目標

大項目2

中項目1

小項目④

2

1

④

■沼田市への愛着と誇りをもち、大学等を卒業後、市内に定住し地域に貢献できる若者の育成を目的として、奨学金を給付する。

年次目標 年 6 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

ふるさとぬまた未来創造奨学金の創設及び給付

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

ふるさとぬまた未来創造奨学金奨学生選定

事業（学校教育課）

重要業績

評価指標

（KPI）

17

実績値
指標

奨学金利用者数



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

田舎暮らしに興味がある首都圏在住者を対象に田舎体験ツアーにより本市の魅力発信を企画すると共に交流都市でのイベント参加を計画したが、新型コロナウィル

ス対策により中止。交流居住促進協議会ホームページ開設による情報発信を行った。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標2　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策2-2　関係人口の創出・拡大

地域課題と関係人口のマッチング機能の強化

R6年度

47 47 69

目標

大項目2

中項目2

小項目①

2

2

①

■関係人口の受け入れ先となり得る地域組織や課題の洗い出し。

■ホームページやＳＮＳを活用し、関係人口となり得る都市住民等への効果的な情報発信。

■都市間交流事業の実績のある都市に対し、関係人口の取り組みをＰＲする。

■地域住民と関係人口との交流による、地域活動の担い手不足に悩む地域の活力向上。

■都市住民等と地域のニーズをマッチングする中間支援組織立ち上げの検討。

到達目標 延べ 120 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

田舎体験ツアー等のイベントの検討･実施、都市住民等への情報発信、交流都市へのＰＲ、中間支援組織の構築検討及び既存地域団体との協力･連携

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

都市間交流推進事業（観光交流課）

重要業績

評価指標

（KPI）

18

実績値
指標

交流イベント開催等による市外からの参加者数



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

本市出身の市外在住者等への各種情報の提供とすべての準市民が受益できるサービスの提供について検討を行い、準市民の名簿整理を行ったほか、電子地域通貨を

利用した事業を実施し、準市民の帰郷機会を創出した。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標2　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策2-2　関係人口の創出・拡大

準市民との結びつきの強化

R6年度

3,295 3,222 3,158

目標

大項目2

中項目2

小項目②

2

2

②

■準市民を対象に、本市のイベントなど情報発信を定期的に行うことで、本市の状況や魅力を伝え、移住等への動機付けを図る。

■ふるさと納税における魅力ある返礼品の充実に努めるとともに、準市民の帰郷機会の創出と交流を促進するための仕組みを構築する。

現状維持目標 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

準市民への情報発信、準市民パスポート事業等の検討

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

準市民交流事業（企画政策課）

重要業績

評価指標

（KPI）

19

実績値
指標

準市民登録者数



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

地域での結婚支援を目指して活動する団体によるネットワーク「ぬまたハッピープロジェクト運営委員会」に事業を委託し、観光資源や公共施設を活用したイベン

ト等を実施する予定だったが、新型コロナウィルス感染症の影響により実施できなかった。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

結婚支援

R6年度

20 0 0

目標

大項目3

中項目1

小項目①

3

1

①

■結婚支援のための出会いサポート事業として、出会いコーディネーター養成、沼田ハッピープロジェクト登録団体によるイベント・セミナーの実施を推進する。

年次目標 年 20 組

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

出会いの場所の提供、出会いコーディネーター養成、イベント・セミナーの実施、各種団体への支援

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

ハッピープロジェクト事業（子ども課）

重要業績

評価指標

（KPI）

20

実績値
指標

カップル成立数



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

小児科医・産婦人科医の確保について、群馬県予算に関する要望を群馬県市長会を通じて提出した。また、利根地方総合開発協会を通じて県へ働きかけを行った。

地方創生に向けた取り組みの一つとして、利根沼田市町村長が地方創生大臣宛に、安心して出産・子育てできる医療体制の確保について要望した。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

小児科医や産婦人科医の確保と安定した周産期医療・小児医療の提供

R6年度

1,005 1,007 1,007

目標

大項目3

中項目1

小項目②

3

1

②

■群馬県保健医療計画と整合性を図り、周辺市町村と連携して小児の緊急医療体制の整備を推進する。

■周産期医療と小児医療の安定した提供を図る。

年次目標 年 1,007 床

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

小児科医や産婦人科医の確保に向けた国や県、関係機関に対する働きかけ、沼田利根医師会と連携し、休日夜間診療所における小児医療体制の維持

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

なし（健康課）

重要業績

評価指標

（KPI）

21

実績値
指標

病床数の確保：平成30年度病床機能報告数１，００７床の維持



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

親子が気軽に訪れ、交流や相談ができる場所として「地域子育て支援拠点」を継続し、地域における子育て支援体制を確保することにより、子育て家庭の不安や孤

立感の軽減に努めた。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

妊娠・出産・子育て情報交換の場・仕組みづくり

R6年度

3 3 3

目標

大項目3

中項目1

小項目③

3

1

③

■妊娠・出産・子育てにかかる同世代の情報交換ができる拠点を継続するとともに、ソーシャルネットワークを活用した情報交換の仕組みを構築する。

■拠点での妊娠・出産・子育てに関する勉強会やワークショップ等の企画など、ソフト面での支援充実に努める。

年次目標 3 カ所

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

情報交換拠点の継続、ソフト施策の充実

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

地域子育て支援拠点事業（子ども課）

重要業績

評価指標

（KPI）

22

実績値
指標

情報交換拠点の継続



第2期・沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進行管理シート

県内産婦人科医院へ不妊治療費助成事業及び不育症治療費助成事業の周知を図った。また、ホームページ掲載や広報掲載等により市民への事業周知に努めた。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

不妊治療、不育症治療の助成

R6年度

30 29 35

年次目標

目標

大項目3

中項目1

小項目④

3

1

④

■子どもを望む夫婦が、安心して子どもを産み育てられるよう、不妊症治療、不育症治療の費用助成を行い、経済的負担の軽減を図る。

年次目標 年 40 件

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

市民への情報発信、関連医療機関への周知・連携

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

年 2 件 0 0 1

関連事業

事業名

不妊治療費助成事業及び不育症治療費助成

事業（健康課）

重要業績

評価指標

（KPI）

23

実績値
指標

不妊治療費助成申請数

不育症治療費助成申請数
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公園施設長寿命化計画に基づき、沼田公園外３公園内の遊具施設を更新し公園利用者の安全を確保した。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

子どもの遊び場の充実（公園の改修・整備）

R6年度

12 26 37

目標

大項目3

中項目1

小項目⑤

3

1

⑤

■子どもたちの遊び場の充実を図るため、市内各地区の公園改修・整備を推進する。

到達目標 延べ 43 施設

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

公園改修・整備、遊具の充実

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

都市公園長寿命化対策事業（都市計画課）

重要業績

評価指標

（KPI）

24

実績値
指標

都市公園における遊具施設の更新数
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妊娠、出産、子育てまでの切れ目のない支援を行うためテラス内に設置した子育て世代包括支援センターで相談業務を行うとともに、子供広場等への出張相談を実

施した。また、産後ケア、ベビーマッサージ教室、産婦健診費用助成等により支援内容の充実を図った。

備考主な取り組み

母子保健相談支援事業と連携した相談・支援の充実に努めた。

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

子育て世代包括支援センターの充実

R6年度

508 484 578

目標

大項目3

中項目1

小項目⑥

3

1

⑥

■子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期から切れ目のない支援により、安心して子育てができる環境づくりに努める。

■妊娠期の相談から出産後のケアまで、心身のケア・サポート事業の充実を図る。また、そのための人材育成を図り、適正な配置を維持する。

年次目標 延べ 650 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

妊娠届時の専門職による全数面談、要支援児童への支援プラン（療養支援、家庭支援プラン）作成、養育支援訪問事業の実施、産後の家事援助事業の検討

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

母子保健相談指導事業（健康課）

子育てコンシェルジュ事業（子ども課）

重要業績

評価指標

（KPI）

25

実績値
指標

子育て世代包括支援センター利用者数
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子どもたちが放課後等に安心・安全に過ごし、多様な体験活動を行う総合的な放課後対策を支援するため、放課後子ども教室事業を行った。

（４教室中２教室は、新型コロナウイルス感染症の関係で中止）

備考主な取り組み

就労形態の多様化に対応し、一時預かり、園長保育など多様な保育ニーズに合わせた事業を実施し、保育事業の充実を図った。

保護者の就労等の家庭の児童が放課後や夏休み等を安心して過ごせる居場所として学童クラブを開設し、就労と子育ての両立支援を行った。

令和２年度に設置し、支援が必要な子どもとその家庭を対象に、専門員による相談や訪問により総合的かつ継続的な支援を行った。

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

子ども・子育て支援の充実（子ども・子育て支援新制度の円滑かつ持続的な実施）

R6年度

1 1 1

年次目標 年 0 人

年次目標

目標

大項目3

中項目1

小項目⑦

3

1

⑦

■待機児童０人を継続するための保育事業の推進や民間保育施設の整備推進、公立保育園の統廃合の検討。

■放課後児童の居場所づくりを進めるための支援体制の継続。

■支援が必要な子どもとその家庭を対象に、専門員による相談や訪問により総合的かつ継続的な支援を図る。

年次目標 年 1 施設

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

公立保育園の民営化を含めた統廃合の検討、放課後児童クラブと放課後子ども教室との一体的実施・連携実施及び地域子育て支援拠点事業・利用者支援事業（子育てコンシェルジュ）の継続、子ども広場（公設民営）を中心と

した子育て支援拠点の充実、子ども家庭総合支援拠点の設置

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

年 3 施設 3

0

0

0 0

3 3

1 1

0 0

0年次目標 年 1 箇所

年次目標 年 0 人

146 人 146

10到達目標 10

人 125

到達目標

関連事業

事業名

放課後子ども教室推進事業（生涯学習課）

教育・保育充実促進事業（子ども課）

放課後児童健全育成事業（子ども課）

子ども家庭総合支援拠点（子ども課）

放課後子ども教室の協力する市民・団体数（コーディネーター）

放課後子ども教室の協力する市民・団体数（サポーター）

重要業績

評価指標

（KPI）

待機児童数（乳幼児保育）

待機児童数（学童保育）

子ども家庭総合支援拠点の継続

放課後子ども教室　児童・生徒登録者数

26

実績値
指標

放課後児童クラブ・放課後子ども教室の継続（一体化）

放課後児童クラブ・放課後子ども教室の継続（連携数）

147 147

人

到達目標 120

10 10

157 37
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保育園、認定こども園、幼稚園等を利用する第３子以降の園児について、保育料を無料とし、多子世帯の経済的負担の軽減を図った。

備考主な取り組み

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-1　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

出産・子育て時の経済的負担の軽減と多子世帯の支援

R6年度

第3子以降無料 第3子以降無料 第3子以降無料

目標

大項目3

中項目1

小項目⑧

3

1

⑧

■出産・子育てにかかる経済的負担を軽減し、本市の子育て世代を応援する制度として、第３子以降の保育料完全無料化制度の継続や子育て支援体制の充実を図る。

現状維持目標

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

保育料の軽減、第３子以降の保育料完全無料化制度の継続実施

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

なし（子ども課）

重要業績

評価指標

（KPI）

27

実績値
指標

第３子以降の保育料完全無料化
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就労形態の多様化に対応し、一時預かり、延長保育など多様な保育ニーズに合わせた事業を実施し、保育事業の充実を図った。

備考主な取り組み

女性の出産や子育てによる育児休業等の取得と男性の育児参加を促進するため、育児休業等を取得した従業員を雇用する中小企業に対して、その取得期間に応じて

企業奨励金を交付した。

「沼田市第４次男女共同参画計画」における施策として、審議会等の女性委員の登用の促進を掲げ、委員改選のある審議会等の担当課宛に女性委員の積極的登用に

ついての通知をするとともに、研修会等による意識啓発を図った。

保護者の就労等の家庭の児童が放課後や夏休み等を安心して過ごせる居場所として学童クラブを開設し、就労と子育ての両立支援を行った。

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-2　仕事と生活の調和

職場における出産・子育て環境の整備

R6年度

1,137 1,133 1,044

年次目標 年 12 件

現状維持目標

目標

大項目3

中項目2

小項目①

3

2

①

■女性が働く環境の改善に努めるため、出産・子育ての休暇制度の運用改善指導を進める。

■男性の育児休業取得を促進し、男性の育児に関する意識改革を図る。

■乳幼児保育・学童保育の充実を進め、子育て世代が働き続けられる環境を整備する。

■起業塾への女性参加促進により、女性起業の促進を支援する。

現状維持目標 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

男女共同参画計画の推進、乳幼児保育・学童保育の充実支援、育児休業取得を促進するための企業奨励金の交付

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

人 568

13

24.10

18 11

475 483

23.80 23.50到達目標 30 ％以上

関連事業

事業名

教育・保育充実促進事業（子ども課）

子育てを応援する職場づくり支援事業（産

業振興課）

男女共同参画推進事業（市民協働課）

放課後児童健全育成事業（子ども課）

重要業績

評価指標

（KPI）

ママ・パパの子育てを応援する企業奨励金

審議会等の女性委員登用率

28

実績値
指標

乳幼児保育・学童保育利用者数（乳幼児保育）

乳幼児保育・学童保育利用者数（学童保育）
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命を産み育て未来を育む啓発事業として、結婚や出産を含むライフデザイン構築のための啓発動画の作成。

備考主な取り組み

各校の実態に応じて、沼田市及び居住する各地域のよさや特色について学ぶ全教育活動を通した総合的・全体的なカリキュラムを構想、実施し、児童生徒の郷土へ

の興味、関心や郷土に対する理解と愛情を深めた。

地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して活動でき

るように地域学校協働本部事業を行った。

（実施校４校／沼田小、沼田中、沼田東小、薄根小）

検証年度

調査開始日

自治体名 群馬県沼田市

令和4年度

令和4年7月1日

目標3　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策3-3　教育環境の充実

幼・小中高校教育における家庭や地域社会と連携・協働した教育課程の実施

R6年度

3,421 3,261 3,173

目標

大項目3

中項目3

小項目①

3

3

①

■幼稚園・小中高校教育において、本市の環境をいかした独自の教育を行うことで、内外に対し、本市での子育てに対しての優位性をつくり、転出抑制、転入促進を図る。

■児童生徒の郷土への興味・関心や郷土に対する理解・愛情を深めるため、沼田市及び居住する各地域のよさや特色について学ぶ総合的・全体的なカリキュラムを学校ごとに構想する。

■望ましい勤労観や職業観を身に付けるとともに、地域社会を支えることのできる人材の育成を進めるため、発達の段階に応じたキャリア教育の充実を図る。

■地域の将来を担う人材を育成するとともに、地域の活性化を図るため、学校支援センターの機能をいかした地域学校協働活動を推進する。

■若い世代が自らの将来に関心を持ち、結婚や出産を含めたライフデザイン（人生設計）の意識向上を図る。

年次目標 年 2,812 人

アクション

プログラム

R1年度 R2年度 R3年度

沼田大好き！ふるさと学習の充実、キャリア教育の充実、学校支援センターの充実・コー

ディネーターの拡充、未来のライフデザインの啓発

目標値

種別 数値補足等 単位 R4年度 R5年度

関連事業

事業名

未来のライフデザイン啓発事業（子ども

課）

沼田大好き！ふるさと学習（学校教育課）

地域学校協働本部事業（生涯学習課）

重要業績

評価指標

（KPI）

29

実績値
指標

カリキュラム履修児童・生徒数


